
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新編 数学Ⅰ」（第一学習社） 

副教材等 未定 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対し、自ら考え、周囲の人たちと協働で考える活動を行います。 

・1年生での「学びなおし」がどれだけできているのか確認しながら授業に臨みましょう。 

・「課題を理解→結果の予想→解決の方法を構想→解決する→解決までの過程を振り返る→より良

い解決方法を考える」という一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動を行

います。 

・授業用のノート・プリント類は、定期的に提出をしてもらいます。 

・最後まであきらめず頑張りましょう！ 

 

２ 学習の到達目標 

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析についての基礎的な知識や技能を習得します。 

また、事象に対し、数学的に考察する能力を培い、数学の良さを認識できるようにします。 

さらに、それらを活用する態度を身に着けることを目標とします。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・数と式，図形と計量，二次

関 数及びデータの分析につ

いての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解してい

る。  

・事象を数学化したり，数学

的 に解釈したり，数学的に表 

現・処理したりすることに関 

する技能を身に付けている。 

命題の条件や結論に着目し，数 

や式を多面的にみたり目的に 

応じて適切に変形したりする 

力，図形の構成要素間の関係に 

着目し，図形の性質や計量につ

いて論理的に考察し表現する 

力，関数関係に着目し，事象を 

的確に表現してその特徴を表， 

式，グラフを相互に関連付けて 

考察する力，社会の事象などか 

ら設定した問題について，デー 

タの散らばりや変量間の関係 

などに着目し，適切な手法を選

択して分析を行い，問題を解決 

したり，解決の過程や結果を批 

判的に考察し判断したりする 

力を身に付けている。 

・数学のよさを認識し数学を 

活用しようとしたり，粘り強く

考え数学的論拠に基づき判断

しようとしたりしている。  

・問題解決の過程を振り返って

考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

ス

テ

ー

ジ

１ 

数

と

式 

１ 式の展開と因数分解 a: 乗法公式及び因数分解の公式

の意味や複雑な式が簡単な式に

帰着できることを理解している。 

b: 一つの文字に着目し、一つの

文字に置き換えたりするなど、い

ろいろな式の見方をすることや、

目的に応じて、的確に式を変形す

る方法を考察することができる。 

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

２ 実数 a:数を実数まで拡張することの

意義や実数が数直線上の点と１

対１に対応していることを理解

している。 

b: 数を拡張してきた過程や数の

四則計算の可能性について考察

することができる。 

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

３ 一次不等式 a: 不等式の中に含まれている文

字の意味や不等式の性質及び一

次不等式とその解の意味を理解

し、解を求めるための基礎的な知

識を身に付けている。 

b: 一次不等式の解について、数

直線と対比したり、いろいろな数

値を代入したりして考察するこ

とができる。不等式の性質を等式

の性質と対比して、不等式の性質

を基に、一次不等式の解き方を考

察することができる。 

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

集
合
と
論
理 

１ 集合と論理 a: 集合に関する基本的な用語・

記号を理解し、命題の必要条件・

十分条件、逆・裏・対偶などを集

合と関連付けて理解している。  

b: ベン図などを用いて数学の対

象を整理しそれらを多面的・統合

的に見たり、事象を命題として表

現し、考察したりすることができ

る。  

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 



 

※令和４年度以降入学生用 

ス
テ
ー
ジ
２ 

二
次
関
数 

１ 二次関数とそのグラフ a: 二次関数の式やグラフの特徴

について理解している。 

b: 二次関数の式とグラフを関係

付けて考察することができる。  

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

２ 二次方程式・二次不等

式 

a: 二次関数のグラフと𝑥軸の位

置関係と二次方程式の解との関

係や二次不等式の解の意味を二

次関数のグラフとの関係から理

解している。 

b: 二次関数のグラフと𝑥軸の位

置関係を、二次方程式の解に対応

させ、 二次不等式の解を二次関

数のグラフを用いて考察するこ

とができる。 

c: 諦めず、前向きに取り組む。  

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

図
形
と
計
量 

１ 三角比 a: 正弦、余弦及び正接を直角三

角形の辺の比と角との関係とし

て理解し、基礎的な知識を身に付

けている。三角比の相互関係につ

いて理解し、基礎的な知識を身に

付けている。鈍角まで拡張した三

角比の意義を理解している。   

b: 図形の相似の考え方を用い

て、直角三角形の辺の比を角との

関係で捉えることができる。鈍角

まで拡張した三角比の相互関係

について考察することができる。 

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

２ 図形の計量 

 

a:正弦定理・余弦定理の利用の仕

方及び三角形の面積の求め方に

ついて基礎的な知識を身に付け

ている。 

b: 平面図形や空間図形の計量に

活用するために正弦定理・余弦定

理の式を多面的に見ることがで

きる。  

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 
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ス
テ
ー
ジ
３ 

デ
ー
タ
の
分
析 

１ データの分析 a: 四分位数、四分位偏差、分散

及び標準偏差、散布図及び相関係

数などの意味を理解している。  

b: 四分位数、四分位偏差、分散

及び標準偏差、散布図や相関係数

などを用いてデータの傾向を捉

え、それらを的確に表現すること

ができる。 

c: 諦めず、前向きに取り組む。 

確認テスト 

小テスト 

練習問題 

練習プリン

トなど 

成果物

など 

 

授 業 の

取り組み 

振り返り

シートな

ど 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


